





Some Results of Questionnai:re and Analysis 
of InhabitantsラResponsesConce:rning Community N oise 
Masato HATA， Haruoki NARUSE and Kazuhiro KUNO 
This paper describes some results of questionnaire in residential areas and non-
residential areas in N agoya City 
Responses of inhabitants for questionnaire and noise sources around residence are 
analyzed using AIC and quantification theory， which explains al contributions of nois巴
lebel and other factors for inhabitants' responce 
The results are summarized as follows. 
(1) Main factor is road traffic in the responses of noisiness around residence. In Honami， 
well correlative factors are land use， distance from factory and noise ratings. In 
Jiyugaoka， contributions of tra伍cnoise in the night is particularly detected in the 
responses. 
(2) Distance from noise sources is the most highly correlated factor in the responses of 
noise sources around residence. The rate of contributions of noise sources and noise 
lebel are relate to the responses of industrial noise and railway noise. 
(3) The factors， such as noise sourc巴sand land use show good correspondence to Leq24 
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騒音評価量 A 1 C 1Jj']"I}-
L 50(24) -38.0 2 
Leq 24 -26.3 2 
L 95(24) -21.4 2 
L 5(24) -21.0 2 
Ldn -20.2 2 
Leq (午前〉 -19.1 2 
Leq (午後〉 -16.4 3 
Leq (深夜〉 -14.3 3 
L eq (朝〉 -10.2 2 
L eq (夜〉 -3.9 2 
Leq (夕方) -0.7 2 
穂波学区(a) 
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.1.5 ・1.0 -0.5 o 0.5 1.0 1.5 
用住居地域 59 
途 近隣簡素地域 20 トー
地 準工護地織 94 
ト一一一一一埠工業地域 22 (O.~2) 
昼非常に多い 31 ヒr一一
問 かなり多い 59 
交 あまり多〈ない 67 
通少な L、 27 
盤 非常に少ない II (0.3日) (O.:i?) 
L 
e -59.0dBA 65 
q I 60.刷BA- 130 』士
" (0.32) 〈日 W)
題
住 。年一 30年 1 10 
年 31年一 85 
数 (0.21) 〈日 12)
E たたびまたにびあある 38 
61 2 ほとんどない 96 (0.20) (0.)7) 
工 Om- 40m 102 -ー_晶一場i .~!m-!90m 白 7
~土一 26 I (0竺 二
相関比 ーー〔周途地場) : o. 41， ー {工場距蹴) : Q. 4， 2 ()肉・偏相関係数
(b) 自由ヶ丘学区
要因 カテゴリー サンプi'敷 スコア1ー.5 -1.日・0.5 o 0.5 日1.5
道路 鈴線道路 26 
宿生活道路 173 
類 (0.38) 
E たたびまたにびあある 18 
57 2 ほとんどない 124 (0.30) 
夜非常に多い 5 
聞 かなり多い 2】 ト十一一一
支 あまり多くない 59 
温少な い 64 
量 非常に少ない 50 (0.27) 
居
住 。年一 35年 179 
年 36年一 20 
数 (0.09) 
L 
e -61.0dBA 134 































































































































































騒音源 要因 A 1 C 力iJ鳴リー
自動車騒音
寄与率 8.0 3 
騒音レベル 4.4 2 
穏
工場騒音
寄与率 37.1 3 
騒音レベル 一14.4 5 
波
鉄道騒音
寄与率 76.9 2 
騒音レ円ル 43.5 3 
自動車騒音
寄与率 6.0 2 





寄与率 Q.7 2 



















(a) 自動車騒音(穂波学区) ~ 鉄道騒音(穂波学区〕
要因 カ子ゴリー サシプル数 スコア-1.5 -1.0 ・0.5 o 0.5 1.0 1.5 
持l& Om- 60m 71 
道路 61m-190m 63 
191回一 61 (0.22) 
昼非常 '0多い 31 
聞 かなり多い 69 
交 あまり多〈ない 67 
過少ない 27 
量 非常に少ない 11 (0.21) 
屠 。年一日年 30 
年住 2 B5年 一守 24 40 年 46 
86 
敵 .，年一 34 一 (0，19) 
航遭遇する 111 2 通過しない 84 (0.11) 
調.色a Om- SOm 49 50m-l00m 34 
距 IOOm-500m 71 
• I 500m- 41 
睡 た U たびある 38 
E害 たl置とまんにどあないる 81 96 
相関比 O. 25 ()肉:信相関係数
(b) 工場騒音(穂波学区〉
要因 カテゴりー サンプル蝕 スコア-1.5 ・1.0 -0.5 o 0.5 1.0 1.5 
工 Om- 10m 67 
場 llm- 9Qm 65 
距 91m-170m 37 
轟 111m- 26 一 (0倒〉
銑





" 線 o m -8 0 m 77 
道 81m- 118 
開 (0.却〉 (0.1自)
司邑 2 車 線 145 線 40 
敵 3車線以上 10 (0.13) 【0.11)
途用 近住関居商業地地場縁 59 20 
地 司自工築地場 94 
場工業地域 22 (0.却〉











要閣 カテゴリー サンプル敬 スコア-1.5 -1.0 ・0.5 o 0.5 1.0 1.5 
験 Om- 50m 49 
道 50m-100m 34 
題 IOOm-500m 71 
雌 500m- 41 (0.62) 
層住腸地場 59 
途地 近準鴎工商業業地地場域 20 94 
域工業地域 22 (0.34) (0.38) 
昼 非常に多い 31 
聞 かなり多い 59 
交 あまり多くない 67 
過少ない 27 
量 非常に少ない 11 【0.26) (0.23) 
道 o m - 1 m 14 路
距 2m-30m 175 
自il3Im - 8 (0.27) ーー 』 ・ー四 ー (0.20) 
居 53 
草品 1 。9年 -ー31 87 年 83 
敵 38年- 59 (0.16) (0.20) 
幹l& Om- 10m 20 
道 11m-1日日m 114 
路 191m- 61 (O.16) 
E たたびまたにびあある 38 
61 = I'置とんどない 96 (0.04) (0.08) 
鉄
道見える 29 -ー ーー ーー ーー ・・ー ・ー ー
見 若干見える 44 』ーー ーー ーー 世ー
通 見えない 122 -ー--ー ー
し (0.67) 
縄問比 ーー[鉄道E回.1: Q. 54，ーー 【般道見通し) : O. 60 ()向:偏相関係数
(d) 自動車騒音(自由ヶ丘学区〉
要隠 カテゴりー サンプル数 スコア-1.5 ・1.0 ・0.5 o 0.5 1.0 J.S 
昼非常に多い 17 
聞 かなり多い 59 
交 晶まり多〈ない 65 
過少ない 28 
量 非常に少ない 30 (0.31) 
E たたびまたにび晶晶る 18 
58 2 ほとんどない 123 (0.18) 
斡 Om- 40m 48 a展
道4.lm-140m 77 
路 14lm- 74 (0.17) 
住
欝 処主E家匪 108 
形 集合住宅 91 
餓 (0.12) 
住 男 性 43 















要因 カ子ゴリー サンプル 平向瞳 スコア[d同AJ 4 ・3 ・2 ・ o 1. 2 3 " 
主要 工自勘場車騒騒音 鎚 関 5 仁一一29 回 l
音揮 不ー特般定属騒音 60 国 7
20 56.9 (0閲〉
周 住居 59 自1.1
途 近準隣工陶業 20 67.9 地 銅 関 9
旬急 エ象 22 62.' 【0.34)
昼 非常に多い " 63.7 聞変 あかまなり多り多〈ないい 59 回 6
前 関 7
過 少ない 27 61.7 
量 非常に少ない 1 ω6 ト一一 (0.14】
E たびたび晶る 38 6泊。
妨寄 恒たとまんにどあなるい
61 61.8 ト.， 61.1 (0.13) 
候
選見える 29 61.0 ト
見 若干見える . 鴎 7
遁 見えない 122 62.5 
し (0.13】
組'字 Om-]Om 20 66.3 ト一一
道Ilm- 175 61.4 
S書 〈日 10)
居住年 0年一初年 110 回 3
"年一 85 61.4 
敗 (0.07) 
住
属 独事立合家住庭宅 170 61.7 形 25 関 2
態 (日 05)
平均値!81.9d8A !I絡げ咽保政。 0.74 ()肉偏術関係数
(b) 自由ヶ丘学区
要因 カテゴリー サンプル 平[土d均B値AJ スコア.4 .3 ・2 ・ o 2 3 4 
主 自動・騒音 " 65.3 要 一般騒音 143 59.2 喜 不特醐 25 鈎 2 (0.関〉
昼 非常に多い 17 59.9 




30 国 8 (0.担〉
E たたびまたにびああるる 18 的 3




" 関 5 (0.07) 
圏
住 。量'-35年 1潤 羽 S
年敏 L一初一年一
2畑 59.5 一 (0凶〉
平問値 団側臥 .相関係数・ 0.62 ()内'偏相関係数
3・3 数量化理論による Leq24の分析
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